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＜パートナーシップ＞

☑

☐

☑

☑

☐

☐

☐

☑

☐

三側面
（分野に☑）

目標共有：組織全体で重大事故ゼロという目標を共有し、一人
ひとりが責任感を持って行動できるよう取り組んでいる。

重大事故ゼロ件達成

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

電気使用量を6％、燃料使用量を3％削減
紙の使用量については、基幹システムの構築
により、紙からデータでのやり取りによって使
用量は減少したが具体的な数値の把握が難し
かった。

交通事故の撲滅 重大事故ゼロ件達成

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

2024年までに熊本港の利用率30%アップ
（2000年基準に設定）

熊本港のコンテナ本数取り扱い量増加により、目標達成出来た。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2024年までに5％削減
(2008年使用量基準に設定)

前期の指標に対する実績

社内エネルギー削減
(電気、燃料、紙)

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

社内エネルギー削減の取り組みにより、電気使用量を6％、燃料
使用量を3％削減出来た。

荷役・運送・通関・倉庫・梱包業の安心・安全を目指す物流専門企業である自社と荷主企業様との間に信頼関係を構築すると
共に、社内においても従業員一人一人の状況に応じた働き甲斐のある職場環境を整備する

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

コンテナ取り扱い数
2000年4,820本
2023年11,604本

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

海上輸送（熊本港）の利用促進
(輸送区間短縮によるCO2の削減)

社会

経済

環境

2030年までに交通事故の撲滅
重大事故ゼロ件達成
2023年ゼロ件→2026年ゼロ件達成

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、そ
れぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年後）の数値
目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそのま
ま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
2030年までに海上輸送（熊本港）の利用促進
(輸送区間短縮によるCO2の削減)

2026年までに熊本港の利用率15%アップ
（2023年基準に設定）

社会

経済

環境
2030年までに社内エネルギー削減
(電気、燃料)

2026年までに1.5％削減
(2023年使用量基準に設定)

事業者名 三角海運株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

物流のプロフェッショナルとして地域社会に貢献できることを模索し、社員と共に育ち、その感動を共有し、子どもたちの豊
かな明るい未来を築けるよう環境保全活動に取り組む

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


